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 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

２
４

日
( 水

) ～
２

５
日

( 木
) 

◇
参

加
者

；
木

下
嘉

彦
棟

梁
、

大
工

；
浦

東
 

進
。

の
２

名
は

１
泊

２
日

。
 

２
４

日
帰

り
；
沖

﨑
吉

信
、
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
橋

本
 

梓
、

畑
林

秀
味

、
梶

野
照

雄
の

６
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
計

８
名

。
 

 

６６ ６６
月月 月月
２
４

２
４

２
４

２
４
日日 日日

( 火
)  

曇
時
々

晴
間

 

先
日

、
発

電
機

(2
.4

k
w

) が
始

動
し

な
く

な
り

、
点

検
修

理
と

外
壁

ト
タ

ン

運
搬

の
た

め
、

児
嶋

氏
に

は
是

非
参

加
す

る
様

に
と

要
請

が
あ

る
。

連
絡

す

る
と

名
古

屋
へ

単
車

運
搬

に
行

っ
て

い
る

と
の

こ
と

、
電

話
で

そ
の

旨
連

絡

し
了

承
を

得
る

。
 

沖
崎

宅
前

に
６

時
半

に
合

流
し

、
沖

﨑
車

と
児

嶋
車

( 川
島

助
手

席
) で

棟

梁
作

業
場

へ
行

き
、

児
嶋

車
に

外
壁

平
ト

タ
ン

を
積

込
む

。
棟

梁
の

軽
ト

ラ

に
は

毛
布

置
場

の
加

工
部

材
や

扉
ド

ア
な

ど
が

積
ま

れ
て

い
る

。
 

棟
梁

は
浦

東
さ

ん
宅

へ
、

沖
崎

車
は

夕
食

鍋
の

材
料

調
達

と
弁

当
購

入
、

児
嶋

車
は

ガ
ソ

リ
ン

補
給

に
立

寄
る

こ
と

か
ら

、
熊

野
市

飛
鳥

の
サ

ー
ク

ル

Ｋ
で

待
合

せ
。

 

持
経

宿
に

９
時

４
０

分
頃

到
着

し
、

外
壁

ト
タ

ン
置

場
の

確
保

の
た

め
、

外
壁

下
地

に
使

う
胴

縁
７

束
を

不
動

堂
裏

に
移

し
、

そ
の

台
に

外
壁

ト
タ

ン

を
降

ろ
す

。
又

、
棟

梁
車

の
部

材
も

手
分

け
し

て
降

ろ
す

。
 

発
電

機
(2

.4
k

w
) は

、
直
ぐ

始
動

し
た

が
、
少

し
オ

イ
ル

が
減

っ
て

い
る

と

補
充

。
小

さ
い

発
電

機
(7

0
0
W

) の
始

動
の

仕
方

を
大

工
さ

ん
達

に
教

え
、
運

転
使

用
す

る
。

 

児
嶋

さ
ん

は
、

ス
ト

ー
ブ

を
改

造
し

て
下

さ
る

と
の

こ
と

か
ら

ス
ト

ー
ブ

の
ボ

ル
ト

を
緩

め
分

解
。

煙
突

を
外

す
と

エ
ル

ボ
部

に
煤

が
溜

り
３

分
の

１

の
径

に
な

っ
て

い
る

、
先

日
ス

ト
ー

ブ
を

使
用

し
た

ら
煙

り
の

抜
け

が
悪

か

っ
た

の
は

当
然

で
あ

る
。

定
期

的
に

煙
突

掃
除

が
必

要
だ

。
 

 
 

 

外
壁

ト
タ

ン
を

降
ろ

す
 

 
ト

タ
ン

置
場

の
紐

か
け

 
 

ス
ト

ー
ブ

鉄
板

の
煤

取
り
 

鉄
板

は
重

い
の

で
二
人

で
運
び

、
こ
び

り
付

い
た

煤
を

畑
林

。
橋

本
氏

も

加
わ

り
掃
除

す
る

。
 

小
さ

い
発

電
機

が
息

を
す

る
状
態

に
な

り
、

児
嶋

氏
点

検
の

た
め

分
解

。

燃
料

タ
ン

ク
の
錆

に
よ

る
目
詰

ま
り
だ

っ
た

そ
う

で
す

。
 

 
 

 

発
電

機
分

解
点

検
中

 
 

棟
梁

ド
ア

据
付

作
業

中
 

 
全

面
葺

き
替

え
た

屋
根
 

浦
東

さ
ん

は
、

不
動

堂
側

の
内
板

壁
を
張

る
作

業
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
支

障
に

な
る
棚

下
段

は
、

沖
﨑
・

川
島

で
屋

外
に
出

て
い

る
棚
上
段

と
同
じ

置

場
へ

移
す

。
又

、
炊
事

場
の

下
駄
箱
・

１
斗
缶

な
ど

を
整

理
し

て
一
緒

の
所

に
移

し
、
崩

れ
な

い
よ

う
に
紐

で
結
わ

え
ブ

ル
ー
シ

ー
ト

を
被

せ
る

。
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池
郷

林
道
ゲ

ー
ト

か
ら
約

１
時

間
歩

い
た

梶
野

氏
は

、
１

０
時
過
ぎ

に
到

着
。

工
事
現

場
を
通
過

し
て
写
真

を
撮

っ
て

い
る

と
、

工
事

作
業

者
に
怒

ら

れ
た

と
の

こ
と

。
工

期
一
杯

の
８

月
迄

か
か

り
そ

う
だ

と
の
事

。
 

橋
本
・

梶
野
・

畑
林

氏
が

、
拭

か
れ

て
い

な
か

っ
た
玄
関
側

の
軒
桁
付
近

の
雑
巾
拭

き
さ

れ
る

。
 

外
壁

ト
タ

ン
が
一

新
さ

れ
る

こ
と

か
ら
現
状

の
外

壁
状
態

を
撮

る
。

 

棟
梁

は
、

不
動

堂
側

の
延
長
軒

下
の

部
屋

の
扉

ド
ア
据
付

と
そ

の
外
板

壁

張
り

作
業

を
さ

れ
て

い
て

、
区
切

り
良

い
所

で
昼

食
と

な
る

。
 

 
 

 

南
側

・
現

状
外

壁
 

 
 

裏
側

の
現

状
外

壁
 

 
 

 
 

 
 

桁
の

雑
巾

拭
き
 

昼
食
後

、
橋

本
・

梶
野

さ
ん

達
は

、
焼
却
炉

で
不

動
堂

裏
の
ベ
ニ
ヤ
板

な

ど
を
焼
却

す
る

。
沖

﨑
氏

は
、
袋

に
ベ
ニ
ヤ
板

を
折

っ
て
詰

め
、

持
ち

帰
り

ゴ
ミ
処

分
す

る
と
袋
詰

。
又

、
小

さ
い

ト
タ

ン
廃

材
も
集

め
て

、
こ

れ
も
ゴ

ミ
収
集

時
に
処

分
す

る
と

車
に

積
む

。
 

児
嶋

さ
ん

は
、
バ
ッ
テ

リ
ー

が
作

業
毎

に
バ
ッ
テ

リ
ー
切

れ
に

な
る

の
は

、

L
E

D
照
明
以

に
１

０
０
Ｖ

イ
ン
バ

ー
タ

ー
を

用
意

し
た

の
で

、
ド

ラ
イ
バ

ー

等
の

電
動

工
具

充
電

に
使
わ

れ
為
だ

と
判

り
、
バ
ッ
テ

リ
ー

１
台

を
増

や
し

２
台

置
い

て
下

さ
る

。
商
売
柄

と
は

い
え

、
１
屯

ト
ラ
ッ

ク
提
供

と
併

せ
児

嶋
さ

ん
は

、
改
築

工
事

の
陰

の
功
労

者
で
感
謝

! ！
感
謝
！

で
あ

る
。

 

浦
東

さ
ん

の
内
板

壁
張

り
が
完

了
し

、
１

５
時

頃
に

な
り
一
段
落

し
た

の

で
休
憩

す
る

。
 

２
６

日
～

３
０

日
迄

は
、
羊
蹄

山
登
頂

な
ど

の
北
海

道
ツ

ア
ー

に
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
関
係

者
が

、
２

３
名

参
加

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
こ

の
間

、

大
半

が
留
守

に
な

る
事

を
伝

え
、

棟
梁

に
今
後

の
改
築

を
一
任

す
る

と
共

に

お
願

い
を

す
る

。
棟

梁
と

浦
東

さ
ん

の
二
人

は
、
明

日
迄

作
業

し
て

下
さ

る
。

 

本
日

参
加

者
の
撮
影

を
し

て
、

も
う

少
し
留

ま
る

梶
野

氏
に
見
送

ら
れ

持

経
宿

を
１

５
時

半
前

に
下

山
す

る
。

 

 
 

 

南
側

の
内

板
壁

張
り

 
 

 
玄

関
側

の
現
状

 
 

 
２

４
日

参
加

者
撮

影
 

途
中

、
浦

東
宅

に
立
ち

寄
り

、
昨

日
玉

置
川

で
の
釣
果
・
ア
マ
ゴ

を
奥

さ

ん
か

ら
頂

い
て

帰
宅

、
今
晩

の
酒

の
肴

に
と

分
け

る
。

 

尚
、

棟
梁

は
、
次

回
作

業
を

２
９

日
～

３
０

日
に
予

定
。
応
援
出
来

る
方

は
お
願

い
し

ま
す

。
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